




２

アルカディアで働き始めて約５ヶ月が経ち、頑張って
働いている「モリナさん」の近況をお伝えしたいと思い
ます。

前回の発行から３ヶ月が経ち、４月と５月にはモリナ
さんにとって初となる入浴介助と移乗介助といった業務
に入る事となりました。

《現在、入浴介助には週４回（一般浴）入っています。》

入浴介助に携わり約２ヶ月が過ぎたこの日、モリナさ
んに近況を聞いてみると「入浴介助は少し慣れましたが、
移乗介助についてはまだまだです。」と言っていました。

この日もモリナさんはニコニコ
しながらインタビューに答えて下さいました。

ご利用者様からも人気で、ご利用者様が職員を呼ぶ時は「モリナさん♪」
と言った声がとても多いですね。

モリナさんは移乗介助等に不安を抱えているようですが、一つ一つゆっ
くり介助を行っているので安心して見守っています。

いろいろと覚える事が多いですが、ご利用者様の目線に立ち情報収集を行いながら介助に取り組ん
でいます。

今回お出ししたお食事は静岡県産の桜エビと郷土料理を組み合わせ美
味しく頂けるよう考えました。

静岡県の名産として知られる「桜エビ」は駿河湾で獲れ漁獲高日本一！桜エビ以外にも「金目鯛・
うざく」といった静岡の名産が使われた郷土料理をイメージし調理しました。

ご利用者様はピンクがかった桜エビご飯や金目鯛の煮付けに舌鼓を打ち「とても美味しい」と召し
上がられていました。

今回の郷土料理メニューは
《桜エビご飯・とろろ汁・金目鯛の煮付け・茄子のワサビ風味・うざく・季節のフルーツ》です。



  

ご愛読の皆様は１週間でどのくらい体を動かしていますか？普段体を動かし運動している人や健康人
であっても、病気や体調不良等で寝込んでしまうと、使わない筋肉の萎縮、関節の拘縮は意外と速く
加齢とともに進行も早くなります。安静による筋力低下は、１週目で約２０%、２週目で約４０%、３
週目で約６０%にも及びます。

この筋力低下を回復させるためには意外と長くかかり、１日間の安静によって生じた体力低下を回
復させるためには約1週間かかり、１週間の安静により生じた体力低下を回復するには約１か月かかる
といわれます。

このような安静によって生じる臓器の退行性の変化、臨床症状を廃用症候群といいます。この廃用
症候群は筋肉や関節だけではなく種々の臓器にも生じてきます
≪廃用症候群によって生じる症状≫

※運動機能障害 【 筋萎縮・筋力低下・関節拘縮・骨粗鬆症】

※循環器障害 【 起立性低血圧・静脈血栓症・浮腫(むくみ)・褥創(床ずれ) 】

※自律神経障害 【 便秘・尿.便失禁・低体温症 】

※精神障害・睡眠障害等【 抑うつ・意欲低下・食欲不振・拒食 】等

上記の様な障害の症状等が現れてきます。この症状を改善するには時間がかかり、一度症状を発症し
てしまうと、その事からさらなる廃用症候群を招いてしまうという「悪循環」に陥りやすくなってし
まいます。よって廃用症候群は改善するよりも予防する事が重要となります。

廃用症候群の予防には、適度な運動や高齢者の方には病院やリハビリ施設での機能訓練等が有効で

す。時々の運動や訓練を行うのでは意味がありません。予防のために大切なことは、継続し活動性を

高め出来ることは自ら行い、日々少しでも動き体を動かす事が大切ですね。

ご愛読の皆様も日々体を動かし「継続」をしながら生活を送りましょう。
《 疲れている時は無理をせず早めに休息をとってくださいね。》

前回のお話の中で、立つ時のポイントについて触れました。しかしながら、前回のポイントに
気をつけても立つのが大変と感じる方も多いはずです。そのような場合に、手助けしてくれる便
利な福祉用品があります。そこで今回は、立ち上がりの際に便利な『福祉用品』についてお話さ
せて頂きます。

まず、通称『つっぱり棒』と呼ばれている立ち上がり補助用品
です。天井から床までを１本の棒で固定し、手摺りの代わりとし
て使うことが出来ます。特に手摺りの取り付けが出来ない場所に
お勧めです。

（参考）株式会社モルテンホームページより

次に、『昇降式座椅子』です。主に畳の上で生活
されている方にお勧めです。座面を電動で上下に動
かすことが出来るので、座椅子としてだけでなく椅
子としても使うことが出来ます。

（参考）アイシン精機株式会社ホームページより

その他にも数多くの福祉用品があります。リハビリテーション科では、ご利用
者様のお身体や住環境に適した福祉用品の選定および助言も行っております。ご
質問などございましたら、お気軽にご相談ください。 理学療法士 篠原 亮
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